
■ 磐梯山ジオパーク通信Vol.7

２月の磐梯山周辺は山も湖も田んぼもキラキラと輝いていて心が洗われるようです。多くの
人に知ってもらいたい自慢の風景なので、真冬の魅力も沢山発信していければと思います。
さて、今月は磐梯山ジオパークフォーラムが開催されます。極上の会津プロジェクトの方々

や３町村の社会福祉協議会の皆さんと一緒に作り上げたフォーラムとなっています。ぜひ多く
の方にご来場いただければ幸いです。
1月30日に発表された再認定審査結果については、また次回のジオパーク通信で詳しくお知

らせしたいと思います。

磐梯山ジオパーク協議会事務局 定期便

磐梯山ジオパーク通信 Vol.7
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■ 活動報告（12月半ば～1月半ばにかけて）

● 磐梯朝日国立公園インタープリテーション計画研修会

昨年9月より進められている磐梯朝日国立公園イン
タープリテーション計画事業について、1月8日に今
年度最終回となる講演会とワークショップが開催され
ました。
「就職先は森の中～インタープリターという仕事」

「プロが教える実践ノウハウ 集合研修とOJTのつく
り方」などの著書で知られる、川嶋直氏による講演と
ワークショップが行われ、磐梯吾妻猪苗代地域で活動
される方々と意見を出し合いました。
今後、どのような冊子が完成するのか楽しみです。

● 水底の文化遺産：湖底遺跡調査の最新動向シンポジウム

連携協定を結んでいる国立研究開発法人海洋研究開
発機構（JAMSTEC）が主催するシンポジウムが12月20
日に開催されました。
桧原湖の湖底遺跡について現地調査を行ってきた谷

川亘先生が”火山災害遺跡「桧原湖湖底遺跡」の学際
的な研究アプローチ”という題で講演され、ディス
カッションでは北塩原村教育委員会の吉田昌央氏も登
壇されました。
桧原湖の湖底遺跡調査では、ガイド活動でも活用で

きるワクワクする結果が公表されています。ぜひ、下
記リンクより研究成果をご覧ください。

・湖底に眠る宿場町を非破壊的、地球科学的手法で3D復元
https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/20251222/

・講師：川嶋直氏の紹介ホームページ
https://kawashimatadashi.info

https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/20251222/
https://kawashimatadashi.info/


磐梯山ジオパーク協議会は猪苗代町、磐梯町、
北塩原村が中心となり26の民間団体と行政機
関が運営に携わり活動しています。
「大地と人と自然の物語」という大地とのつ
ながりをテーマに教育・保全・地域振興など
にかかわる活動を行っています。

磐梯山ジオパーク協議会事務局
〒969-2701
福島県耶麻郡北塩原村大字桧原字剣ヶ峯1093
（裏磐梯合同庁舎内）
TEL/FAX：0241-32-3180
E-メール(代表)：bandaisan.geo@gmail.com

裏磐梯の湖沼群の中で最大の桧原湖は、明治21
年(1888)の磐梯山噴火の岩なだれによる桧原川の
せき止めで誕生しました。
長さ10㎞、湖岸線が37㎞ある、火山性のせき止

め湖です。
桧原湖中に見られる小島は岩なだれにより形成

された流れ山で、水面上に顔を出しているものも
あります。

■ ジオサイト紹介 B裏磐梯湖沼群エリア6：桧原湖 地質・地形サイト
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堰止湖（せきとめこ）
火山の噴火や地震などにより土砂が川をせき
止めることによってできた湖のことです。

動植物の写真やガイドアイテムを活用し、自然観
察の基本的な視点を習得することを目的としたガイ
ド研修を実施します。
講師は福島民報タイム「フィールド手帖」でお馴

染みの横田清美氏をお呼びします。福島県内で多く
の自然観察会を実施している熟練のネイチャーガイ
ドの方です。自然観察のノウハウを知ることができ
る、またとない機会となっております。
皆様ぜひご参加ください。

● 2月12日磐梯山ジオガイド研修2026

流れ山（ながれやま）
火山の噴火や地震による山体崩壊で発生する
岩なだれ（岩屑なだれ）の堆積地域にできる
地形で、小高い丘をつくります。この小高い
丘の事を流れ山と言います。

● 蔵王ジオパーク１周年記念講演会

1月24日に蔵王ジオパークで認定１周年記念講演
が開催されました。磐梯山ジオパークからは専門員
と事務局員２名が出席しました。
蔵王ジオパークのシンボルである御釜について講

師３名のお話しを聞く事ができました。御釜が出来
上がる過程や御釜の湖底調査のお話しなど、火山で
ある磐梯山や桧原湖の湖底調査とも通ずる点もあり、
とても勉強になりました。また、蔵王ジオパークの
方々との交流も深めることができました。

■お知らせ 開 催 日：2026年2月12日（木）

講 師：横田清美氏
（ナチュラリスト、自然観察の会ふくしま理事、

福島県野生動植物保護アドバイザー等）

時 間：13時～15時

場 所：猪苗代町体験交流館
「学びいな」研修室ABC

申 込：下記E-mailにご連絡ください

申込期限：2月8日（日）

湖岸線（こがんせん）
湖と陸地が接する境界のことで、湖の輪郭と
なる部分です。湖岸線の位置は湖の水位変化
により変動します。

E-mail bandaisan.geo@gmail.com
・氏名と参加の旨ご連絡ください（担当：蓮岡）
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